
施設利用の状況

受診者数（人）

指定管理業務に係る収支状況（円）

計

令和2年度

計

19,253

令和3年度

1,965 356287 4,5352,012

指定管理年数／指定期間 公募・非公募の別

 5年／H29.4.1～R4.3.31

 夜間及び休日における急病患者を診療するため

休日・年
末年始

10時～12時、13～17時、19時～翌6時

収入
市からの交付金

施設名 所在地

評価期間 令和3年4月1日～令和4年3月31日

施設の設置目的

指定管理者名 本市における拠点所在地

合　 計 422,671,321 341,315,629 81,355,692

一般正味財産期末残高 26,862,728 3,425,421 23,437,307

支出

報酬

公課費 16,000 9,800 6,200

雑支出 6,000 0 6,000

負担金 360,000 360,000 0

支払利息 146,849 203,835 △ 56,986

備品購入費 11,198,000 1,199,000 9,999,000

負担金補助及び交付金 112,370 188,002 △ 75,632

委託料 121,418,240 57,237,018 64,181,222

使用料及び賃借料 3,396,259 3,518,591 △ 122,332

需用費 17,867,119 13,530,445 4,336,674

役務費 3,508,429 2,969,089 539,340

退職手当引当金 1,848,945 1,958,691 △ 109,746

旅費 2,351,200 2,272,580 78,620

賃金 16,960,303 16,580,241 380,062

30,439,429 30,691,016 △ 251,587

共済費 14,859,451 15,250,738 △ 391,287

職員手当

166,110,827 163,964,477 2,146,350

給料 31,752,900 31,041,106 711,794

一般正味財産期首残高 6,236,737 △ 2,678,354 8,915,091

合　計 443,297,312 347,419,404 95,877,908

当期経常増減額 20,625,991

8,056

96,372,000 176,186,892 △ 79,814,892

診療報酬等 346,925,312 171,232,512 175,692,800

耳鼻咽喉科

12,213

内科

項　目 令和3年度 令和2年度 増　減

小児科 耳鼻咽喉科 歯科

 
耳
鼻

8,898

19時～翌6時
歯
科

休日・
盆・年末
年始

10時～12時、13～15時休日・年
末年始

5,357

内科 小児科

341,000319,000報償費

土曜日

平日

歯科

平日

休日・年
末年始

13～17時、19時～24時
※年末年始のみ午前6時まで

20時～24時

20時～翌6時

10時～12時、13～17時、19時～翌6時

6,103,775

20時～24時

土曜日 19時～翌6時 土曜日 19時～24時

14,522,216

△ 22,000

内
科

平日  
咽
喉
科

指定管理者　管理実績基本情報

 和歌山市夜間・休日応急診療センター  和歌山市吹上5丁目2番15号

 公益社団法人和歌山市夜間・休日急患対策協会  和歌山市吹上5丁目2番15号

非公募

小
児
科



指定管理者モニタリング実施項目

対象年度：【令和3年度】　管理施設名：【和歌山市夜間・休日応急診療センター】　指定管理者名：【公益社団法人和歌山市夜間・休日急患対策協会】

１　住民の平等な利用を確保することができるものであるか。 20満点 20点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

２　公の施設の効用を最大限に発揮することができるものであるか。 12満点 12点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

３　施設の適切な維持及び管理を図ることができるものであるか。 20満点 20点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

③定期的な自己点検・自己評価を行うか。
定期的な点検を含め日常点検も実施しているため、整備や小
修理などはスタッフが行う場合がある。

④個人情報保護に関する考え方及び方策はどうか。
特に診療歴という重要な個人情報を扱うという高い意識を持
つとともに、外部流出、目的外使用がないようマニュアルに
則り徹底している。

③従事者の資質向上についての方策はどうか。
月1回のスタッフ会議や各種研修会に参加することで資質向
上を図っている。

①過度に利益を優先させるようなものとなっていないか。
応急診療を目的としているため、過度な検査は行わず、薬も
基本的に１日分の処方としている。

②施設及び備品類についての整備・保守・衛生管理についての考え方及び方策はどうか。
委託契約等により衛生管理は徹底し、診療に必要な備品、器
具の故障等にも迅速に対応している。

①利用者の意見要望などを反映させる方策がとられているか。
現場スタッフと事務局で情報を共有し、迅速に要望を反映す
るか、あるいは改善に向けて取り組んでいる。

②利用者に向けた新たなサービスの展開や質の向上が図られているか。
番号システム導入や、繁忙期のスタッフ増員などによる診察
待ち時間短縮を図っている。新型コロナウイルス感染症感染
防御対策をして診療にあたっている。

③関係法令・条例・規則等の把握及び遵守に関する考え方及び方策はどうか。
医療法、公益法人法等法令、協会定款、センター条例、内規
などに忠実に従い運営している。

④特定の団体や個人に偏らない平等・公正な利用ができるものとなっているか。
番号システムによる公平で平等な受付順の診察を実施すると
ともに、重症度による優先度判定を行っている。

⑤苦情処理を適切に行えるものとなっているか。
全ての苦情に対して聞く姿勢を優先し、迅速・誠実に対応し
ている。

Ｓ（極めて良好）：90点以上、Ａ(良好)：80点以上90点未満、Ｂ（標準）：70点以上80点未満、Ｃ（一部要改善）：60点以上70点未満、
Ｄ（要改善）：50点以上60点未満、Ｅ（早急な改善が必要）50点未満

調査基準、判断、確認方法等

①施設の目的を十分理解しているか。 ヒアリングと実績。市内一次救急医療機関で最多の患者を受
け入れており、救急医療体制の保持に貢献している。
（令和3年度：受診者   19,253 人）

②情報公開に関する考え方及び方策はどうか。 内規に基づき、情報公開を行っている。（令和3年度5件）



4点 4点

４　施設の管理を安定して行う物的及び人的能力を有しているか。 20満点 20点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

５　施設の管理に係る経費の縮減に向けた取り組みを行っているか。 4満点 3点

4点 3点

６　その他 24満点 23点

4点 4点

4点 4点

4点 3点

4点 4点

4点 4点

4点 4点

100満点 98点

⑤業務引継ぎに関する考え方及び方策はどうか。
往復文書として業務日報やミーティング等で確実に情報提供
している。

⑥部分的に業務を第三者に委託する場合の業者選定・監理に関する考え方及び方策はどうか。
基本協定、定款に基づき、契約内容を精査し、業者選定・監
理が適切に行われている。

評価Ｓ（極めて良好）合　　　計

①災害等緊急時の対応策に関する考え方及び方策はどうか。
マニュアル、緊急連絡網を整備し、診療が継続できる体制を
整えている。

③地元雇用及び地元調達等の考え方及び方策はどうか。 可能な限り地元を優先している。

④労働関係法令の遵守をはじめ適切な労働環境の保持に向けた考え方及び方策はどうか。 就業規則に基づき適切に実施している

②環境保護に対する考え方及び方策はどうか。
一般、医療廃棄物の適正管理、施設周囲の草刈りなど実施し
ている。

④人員の配置体制や従事者の管理監督に関する考え方及び方策はどうか。
　職員やアルバイトを適切に配置し、各部内で管理監督者を
定め、対処している。

⑤必要な有資格者等は配置されているか。
採用に当たっては、面接の実施と医療免許の確認を行い優秀
なスタッフを配置している。

施設の管理に係る経費の縮減に向けた取り組みを行っているか
全職員に財務諸表の配布・説明等を行い、財政状況を把握さ
せることで経費縮減に努めている。

①指定管理者制度の趣旨を理解しているか。
事業実績等の定期報告、苦情対応や施設補修等の臨時報告が
適切に行われている。

③事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じているか。
急病の市民等が利用する施設であることを強く意識しおり、
不測の事態に備え即座に対応できるマニュアルを策定してい
る。

②市の指示に対して適切に対応できていいるか
事業実績等の定期報告、苦情対応や施設補修等の臨時報告が
適切に行われている。

⑤事故や犯罪防止に向けた安全管理の取組を行っているか。 防火・防犯マニュアルを策定し、適時訓練を実施している。


